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公益財団法人　神林留学生奨学会

 １．重要な会計方針

    （１）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　 満期保有目的の債券　　　　

　　　　 その他有価証券（債券）　　　　

　　　 　株式　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

　　　　 投資信託

    （２）固定資産の減価償却の方法

          　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する資産はありません。

    （３）消費税等の会計処理

        　　　　　　 　　　　　　　　　　　 消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

　

２．基本財産及び特定資産の増減額およびその残高
    （単位：円）

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　　円建債券 211,770,000 0 5,630,000 206,140,000

　　株式 2,424,200,000 138,000,000 0 2,562,200,000

　　定期預金 99,000,000 0 0 99,000,000

特定資産

　　特定費用準備資金 10,000,000 0 0 10,000,000

　　　　　　合　　　計 2,744,970,000 138,000,000 5,630,000 2,877,340,000

３．基本財産の財源等の内訳

    基本財産の財源等の内訳は、次のとおりです。  （単位：円）

科   目 当期末残高
うち指定正味財産
からの充当額

うち一般正味財
産からの充当額

うち負債に対応す
る額

基本財産 　 　

　　円建債券 206,140,000 (206,140,000) ( 0 ) ( 0 )

　　株式 2,562,200,000 (2,562,200,000) ( 0 ) ( 0 )

　　定期預金 99,000,000 (99,000,000) ( 0 ) ( 0 )

合　　　計 2,867,340,000 (2,867,340,000) ( 0 ) ( 0 )

４．株式、満期保有目的債券、その他有価証券（債券）の内訳並びに帳簿価額、時価および評価損益   （単位：円）

帳簿価額 時　　　価 評価損益

100,000,000 95,540,000 -4,460,000

106,140,000 106,140,000 0

2,562,200,000 2,562,200,000 0

財務諸表に対する注記

　　（2023年3月31日現在）

償却原価法（定額法）によっています。

期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）
によっています。

期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）
によっています。

円建債券（ＮＯ.1）

株式

科　 目

円建債券（ＮＯ.2）

償却原価法（定額法）を適用の上、期末日の市場価格等に基づく時価法（売
却原価は移動平均法により算定）によっています。
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５．金融商品の状況に関して

  　（１）金融商品に対する取組方針
       　当法人は、公益目的事業の財源の相当部分を運用益によって賄うため、債券、株式、投資信託により
       　資産運用する。なお、デリバティブ取引は行わない方針であるが、デリバティブ取引の要素を含む債券
         等を運用資産として保有する場合がある。

 　 （２）金融商品の内容及びそのリスク
       　投資有価証券は、債券、株式、投資信託であり、発行体の信用リスク、市場価格の変動リスクにさらされ
　　　　 ている。

  　（３）金融商品に係るリスク管理体制
     　 ①資産管理・運用規程に基づく取引
            　金融商品の取引は、当法人の資産管理・運用規程に基づき行う。
   　   ② 信用リスクの管理
            　債券については、発行体の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。
    　  ③ 市場リスクの管理
            　株式については時価を定期的に把握し、理事会に報告する。
            　投資信託については、関連する市場の動向を定期的に把握し、運用状況を理事会に報告する。
　　　　 　　デリバティブ取引の要素を含む債券等を保有している場合には、当該要素に関連する市場の動向
　　　　 　　を定期的に把握し、理事会に報告する。


	注記

